
1 .はじめに

2016 年 4 月、熊本県熊本地方を震源とする直下型地

震が発生し、我が国で初めて震度 7 を 2 回記録する地

震があり、多大な被害を引き起こし現在も復興の最中

である。さらに 2011 年の東日本大震災後、今年で５年

半近く経つが、この 1 年でも震度 5 弱以上の地震が 20

回以上発生し、人的・建物損壊被害を及ぼした地震も 6

回起こっている。また火山噴火や大雨による水害等、

予測を超えた自然災害も起こっており、人々の自然災

害に対する関心は増々高まっている。東海地方におい

ても南海トラフを震源とする巨大地震の備えがより重

要となっている。この様なことから、本研究では行政

界を越える広域エリアでの地震被害予測を行ってきた。

これは地域防災の基礎資料を得ることを目的としたも

のであり、大地震が発生した場合の地域の安全性を、

地震の揺れの大きさ、構造物被害、人的被害の予測計

算を行い、避難者数、避難場所、避難道路長さ等も考

慮して安全評価をしようとするものである。著者らは

これまでに愛知県尾張北西部地域及び岐阜県中・東濃

地域の都市を中心に 17 市 3 町 1 区(図-1)の 70 万戸余の

建物データ(表-1)を収集し、500ｍメッシュでの危険度 

評価を行ってきた 1)。これらの予測計算に必要なデータ

は実地調査で収集し、一部は行政の有する家屋台帳等

の資料と比較し、精度の検討を行った。今回は愛知県

愛西市を対象とした調査を行ったので、その調査結果

と被害予測計算結果について述べる。 

図-1 2015年までに実地調査と被害予測を行った地域 

   (白抜き地区、１７市３町１区) 
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表-1 実地調査地区の建物戸数 

2 .愛西市について

愛西市は 2005 年に海部郡佐屋町、佐織町、立田村、

八開村の 2 町 2 村が合併してできた愛知県 32 番目の市

である。濃尾平野西端の愛知県西部に位置し、木曽川

を挟んで岐阜県、三重県と接している。市の面積は

66.7km2、人口 6 万 2 千人余の市である。地形は市域の

大半が平坦で肥沃な土壌の木曽川沿いの沖積層にあり、

ほぼ全域が海抜ゼロメートル地帯となっている。交通

機関は市の南北に名鉄津島線と尾西線、国道 155 号線

が通っており、南端部を JR 関西線、近鉄線、国道 1 号

線が走り、東名阪自動車道インターに隣接する等(図-2)、

名古屋市のベッドタウン、陸上輸送の拠点として発展

している。 

図-2  愛西市の主要交通と建物戸数分布 

3 .実地調査結果

実地調査はこれまでと同様、建物属性（構造・用途・階数

と建築年代）と避難場所、道路状況について行った。調査結

果によると、建物戸数は21,981戸、500ｍメッシュ区分で合

計244地区であった。調査した建物の属性を構造別・年代

別で分類したものが図-3である。愛西市もこれまで調査し

た近隣都市と同様、木造建物が８８％で8割以上が２階建て

の戸建住宅であった。築年数で見ると木造、S造建物とも昭

和56年以前に建築された建物が半数以上を占めていた。こ

れらの建物分布状況を示したものが図-4 であり、旧佐織町、

旧佐屋町に多くの建物があり、名鉄津島線、尾西線、国道

155号線沿いに密集地が多く存在している。また旧八開村、

旧立田村では築30年以上の住家が多いことが分かった。 

図-3  建物の構造・年代別調査結果 

図-4  昭和56年以前の建物の割合分布 

4．被害予測結果

 想定地震及び被害計算は既往の研究 1) と同様に地震

動･建物被害･人的被害･火災被害について行った。結果

N

愛西市 
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の概要を表-2 に示す。東海地震湖西市付近から阿寺断

層地震の 4 つの想定地震は震源深さ 20km とし、揺れ

の大きさと被害概況を示している。東海地震磐田市沖

(震源深さ 10km)と東南海地震熊野灘(震源深さ 30km)の 

概要も示した。Ｍ8 前後の震度分布、建物被害計算結果

を示したものが図-5～7 である。海溝型地震ではいずれ

の場合も震度６弱から６強の揺れを示し、東南海地震

では 10 戸以上の建物全壊被害が出る地区が 10 地区以

上あり、木造半壊被害は佐織町、佐屋町の多くの地区

で発生する結果となった。東海地震でも木造半壊被害

は 10 地区以上で 10 戸以上の被害が出る結果となった。

内陸型地震では阿寺断層地震では最大震度 5 弱の揺れ

で、建物、人的被害は起こらないが、濃尾級地震(M8)

では全地区震度６強の揺れを示し、東南海地震(伊良湖

沖)以上の被害が出る結果となった。図-8 は濃尾級地震

の火災被害状況を示したものである。 

表-2 実地調査地区の被害予測結果 

　　　　　 愛西市

東海地震 東南海地震 濃尾級 阿寺断層 東海地震 東南海地震

湖西市付近 伊良湖沖 地震 地震 磐田市沖 熊野灘

8.0 8.2 8.0 6.9 8.7 9.0

震源距離 最大値 98.6 84.4 62.5 98.0 159.7 166.0

(Km) 最小値 85.6 70.5 49.9 86.3 145.4 153.4

地表最大 最大値 54.4 83.1 92.9 11.9 61.3 78.6

速度(kine) 最小値 44.3 66.7 68.9 9.5 51.7 68.0

地表最大 最大値 739.6 1194.2 1355.3 132.8 847.4 1121.2

加速度(gal) 最小値 587.1 931.3 967.1 102.9 698.4 951.6

最大値 6弱 6強 6強 5弱 6強 6強

最小値 6弱 6強 6強 4 6弱 6強

木造全壊 最大値 5 28 41 0 10 26

数（戸） 合計 130 836 1138 0 264 759

非木造全 最大値 0 0 1 0 0 0

壊数（戸） 合計 0 0 2 0 0 0

木造半壊 最大値 32 88 111 0 46 83

数（戸） 合計 983 2727 3302 0 1413 2604

死傷者数 最大値 1 6 10 0 2 6

（４時） 合計 1 107 154 0 15 94

建物出火件 最大値 2.31 7.77 10.09 0.00 3.73 7.39

数（冬・17時) 最小値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

地区名

想定地震名

海溝型 内陸型 海溝型

規模(M)

震度

図-9､10 は M8.7 以上の巨大地震が起こった時の予測

結果を示したもので、東海地震(磐田市沖)と東南海地震

(熊野灘)の例である。東海地震・磐田市沖 M8.7 の想定

地震は震源距離が 60Km ほど近い湖西市付近 M8 の結

果よりも大きな被害となり、東南海地震・熊野灘

M9(震源深さ 30km)の場合は、伊良湖沖地震より震源距

離で 2 倍離れていることにより震度・建物被害等はや

や小さい値となることが分かった。 

5．まとめ 

 今回の被害予測計算では、主要交通機関が通る愛西

市東部地区で被害が多く起きる結果となった。建物、

人口もこの地区に多く集まっており、市内全域が標高

ゼロｍ地帯であることから、南海トラフ地震では津波 

高さが 3mと推定されており、災害時の避難経路、避難 

図-5 想定地震の震度分布（震源深さ 20km） 

図-6 想定地震による建物全壊被害分布（震源深さ20km） 

場所等日頃の確認が重要である。また、2016 年愛知県

は愛西市に広域防災拠点を整備する計画を発表してお

り、その完成が待たれる。 

29



勅使川原 誠司 

図-7 想定地震による木造建物半壊被害分布（震源深さ20km） 

図-8 建物火災被害(出火件数) 濃尾級地震 M8.0 
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図-9 東海地震・磐田市沖 M8.7(震源深さ 10km) 
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